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が求められており，インプロセスモニタリング・フィー

ドバック技術の開発などが必要である．  
加えて， 

③ 品質評価法の確立 
も求められており，現状では，非破壊検査の手段として

X 線 CT などによる検査が行われているが，製品形状や

材質により限界がある．このため，場合によっては，損

傷許容設計の適用が行われている．最終的には，熱間静

水圧成形（HIP）の適用による欠陥の除去が実施されて

いるが，表面欠陥や未溶融 欠陥が存在する場合には適

用できないなどの課題がある． 
 

 
図 7 インプロセスモニタリング・フィードバックシス

テム（NEDO プロジェクト） 
 
加えて， 

④ 設計におけるAM 技術の理解が進んでいない 
⑤ 金属AM 技術を使いこなす人材が不足している 
などの課題もある． 
さらに，上述した SFF シンポジウムにおける講演内容

と我が国における学会などでの講演内容を比較すると，

我が国では材料関係に関する報告がほとんどであるが，

SFF ではプロセスに関する報告が非常に多いのが特徴で，

CAD/CAMから金属・セラミックスに関するPBF，DED，

BJT，MEX プロセスにおける現象の解明，モニタリング

技術の開発による品質保証の範囲まで幅広く網羅してお

り，基礎的内容から応用まで国立研究所，NIST，大学並

びに企業が連携して体系的に研究開発が行われているな

ど，大きな違いがある．また，今回CAD・Scan Pattern・
Slicing（CAD/CAM）の特集が組まれ，多くの報告がな

された．これは，とりわけレーザPBF 装置における高速

造形やレーザ出力制御が可能となり，モニタリング・フ

ィードバック機能による造形品質向上に大きく寄与する

と考えられ，ソフト・ハードを含めた装置開発の新たな

ステージに入ってきたといえる．我が国においても，こ

のような体系的な研究開発の体制を構築することが重要

である． 
 

４．おわりに 

金属 AM 技術は，“ものづくり”における新たな重要な

加工技術として活用されてきており，今後ますます利用

が拡大していくものと思われる．欧米や中国の動きをみ

ると，AM 技術を活用した製品づくりも行わなければ，

我が国の“ものづくり”も将来的には危うくなる． 
このため，次世代“ものづくり”を担う AM 技術を広

めていくために，戦略的対応が重要で，研究開発拠点の

整備と教育システムの構築などが重要である． 
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6．まとめ 

人体通信チャネル伝達関数𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑓𝑓𝑓𝑓)の情報を利用し，正し

いユーザから送信された信号と第三者から送信された信

号を受信機側で識別する手法を提案した．本検討では𝑘𝑘𝑘𝑘近
傍法を用いて𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑓𝑓𝑓𝑓)の 2 クラス分類を行い，𝐻𝐻𝐻𝐻(𝑓𝑓𝑓𝑓)の利得と

位相の情報を併用した場合には，利得情報のみを利用し

た場合に比べて識別精度が向上することを確認した．ま

た参考文献(2) (3)で報告されている通り，本用途においては

𝑘𝑘𝑘𝑘 = 1，つまり最近傍法が最適であることを再確認した．

本研究で得られた成果は，人体通信が抱えるセキュリテ

ィ問題の解決に向けた重要なステップである． 
本検討では機械学習に用いたデータに対して前処理を

行わなかったが，効果的な前処理法(2) (3)が提案されており，

位相情報に対する前処理の効果を今後検証する必要があ

る．また今回用いたデータサンプル数は必ずしも十分と

は言えず，より多くのデータを用いた検証も待たれる．さ

らに実用的な観点からは，使用周波数帯(本検討では 5–40 
MHz)の狭窄化も今後の重要な課題である． 
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